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第２２６号  
コミュニティだより 

 第 42 回花南地区文化祭が 11 月 11 日、12 日の両

日、４年ぶりに花南振興センターで開催されました。文化

祭は作品展示とステージ発表で構成され、成田神楽保存

会と上根子神楽保存会の皆さんが文化祭の幕開けを飾り

ました。作品展示には地域の皆さんや小中学校、団体、施

設等から 379 点の出品があり訪れた方々が熱心に見入

っていました。２日目のステージ発表では大勢の観客が

詰めかけ、会場は暖かい拍手と笑顔で包まれました。 

４ 年ぶりの「花南地区文化祭 」大盛況  
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１ ２ 月 の花 南 ふれあい学 級  
 花南地区の生涯学習事業「花南ふれあい学級」の

12月は文学講座「賢治さんの童話を読んでみよう」

です。講師は南城小学校の図書ボランティア「ピノ

キオ」さん。賢治さんの童話を情感込めて読んでい

ただき、改めて賢治さんの作品について理解を深め

ます。また、賢治さんの楽曲をみんなで一緒に楽し

く歌います。 

○日時 12 月 22 日（金） 

午前 10時～11 時 30 分 

○会場 花南振興センター 

○講師 図書ボランティア「ピノキオ」さん 

    阿部正介さん（花巻市生涯学習講師） 

○内容 「賢治さんの童話を読んでみよう」 

○備考 参加報告は不要ですので、直接会場まで 

お越しください。 

下ノ畑「賢治さんのハクサイ」収穫  

1２月のかなん子どもひろば  

 「かなん子どもひろば」は、お子さんがお家の方

と一緒に楽しく遊べるところです。子育て経験豊富

な地元のスタッフが皆さんをお待ちしております。

事前の申し込みは不要ですので、ぜひ遊びにいらし

てください。 

・日 時 12月 19日（火） ※第 3火曜日 

午前 10時～11 時 30 分 

・会 場 花南振興センター 

・対 象 就学前のお子さんとその保護者 

・内 容 おもちゃで遊ぶ、読み聞かせ 

      童謡を歌う 等 

・備 考 赤ちゃん用のお布団も 

準備しています。 

花巻図書館では、毎月移動図書館車「ぎんが号」

を運行し、地域や学校、職場の方々に図書の貸し出

しを行っています。貸出冊数はお一人 5冊まで、貸

出期間は次の巡回日までとなります(約１ケ月間)。 

/12月 7日（木）  

  ・桜町二丁目バス停付近 

15：00～15：30 

/12月 13 日（水）  

・シリウスケアセンターすわ 

14：10～14：30 

・サンガデイサービスセンター十二丁目 

    14：50～15：10 

/12月 14 日（木）  

・花南振興センター 10：10～10：40 

・山の神簡易郵便局 10：55～11：15 

 /12 月 19日（火）  

  ・デイサービス花梨（桜町一丁目） 

10：30～11：00 

移動図書館車「ぎんが号」運行日程  

どんぐりと山猫 

双子の星 

星めぐりの歌 

来てね♪ 

 南城小学校 3年生 73人は 11 月 22 日、宮沢賢

治自耕の地「下ノ畑」でハクサイの収穫体験をしま

した。収穫には畑を管理している下の畑保存会の皆

さんや花巻農業高校の生徒、ハクサイの苗を育てた

仙台市の明成高校の生徒、地域の皆さんが参加。 

児童は賢治さんも育てたとされる「松島純二号」

のハクサイと新種の「祭典ネオ 70」を集まった大

人や高校生と一緒に収穫しました。今年のハクサイ

は例年にないほど出来が良く、5㎏を超える大きな

ものも多数。丸々と成長しずっしりとしたハクサイ

を児童たちは笑顔で抱きかかえ、それぞれ収穫した

ハクサイの重さを計量器で量っていました。 

収穫したハクサイを計量する児童たち  


